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研究成果の概要（和文）：　ミクロネシア地域は世界的にみても巨石文化が盛行した地域で、本研究はミクロネ
シアの巨石文化の成立過程とその背景を考古学的に理解することを目的とした。
　研究目的を達成するために、グアム島の異なる環境のほぼ同時期のハプト遺跡とアガ・トンガン遺跡の発掘調
査を中心に行なった。その結果、AD. 1000の初期段階のラッテ期ではなく、両遺跡ではAD. 1270年以降のラッテ
ストーンが出現したことが明らかになった。 また、プレラッテ期とラッテ期の間に非連続期間があることが判
明した。ラッテ期の遺構数の増加、出土貝類の時期的変化、土器や石器などが示す人口増加や交流と巨石文化の
形成との関係について研究を展開した。

研究成果の概要（英文）：　The Micronesia region is an area where megalithic culture was prosperous 
even from a global perspective.  The research conducted in an effort to understand the processes of 
the formation of megalithic culture and social complex in Micronesia.  
　To achieve the research purpose, excavation surveys were conducted mainly at Haputo and Aga Tongan
 sites, two sites dated approximately the same but characteristically different environments.  Latte
 stones at both sites were found to be dated not A.D. 1000 but A.D. 1270 and later.  Furthermore, 
there was a discontinuation between the Pre-latte and Latte periods.  The increase in numbers of 
Latte Phase features, temporal changes of excavated food shells, and excavated pottery and stone 
tools, indicate the population increases, interaction of people between varying regions, and 
formation of megalithic culture.

研究分野： 考古学

キーワード： ミクロネシア　巨石文化　ハプト遺跡　アガ・トンガン遺跡　プレラッテ　ラッテストーン　ナンマト
ル遺跡　世界文化遺産
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 

首長制社会に関する人類学的研究では、墳

墓・神殿・巨石記念物などが首長の「権力の

表象」として機能し、それが社会の複雑化プ

ロセスのなかで出現することを指摘してき

た（Earle 1997）。このような首長制社会を

理解するモデルとして、しばしばオセアニア

地域の民族誌事例が参照にされている

（Friedman and Rowlands 1977）。しかしそ

れは主に 18～19 世紀に西欧人によって記述

された事柄に拠ることが多い。オセアニア地

域における先史時代の実証的研究（Kirch 

2002）が展開されてきたが、ミクロネシア地

域の考古学研究は不十分であった。 

ミクロネシア地域はオセアニアだけでな

く、世界的に見ても巨石文化が盛行した地域

といえよう。その例として、マリアナ諸島の

「ラッテストーン」（写真１）、パラオ島の

「モノリス」と「ストーンフェイス」、ヤッ

プ島の「石貨」、巨石人工都市のポーンペイ

島の「ナンマトル遺跡」、コスラエ島の「レ

ロ遺跡」など枚挙にいとまがない。これらの

多様な巨石文化の間にどのような歴史的あ

るいは文化的な関連があるかについては現

在でも未解明である。しかし、いずれの事例

においても、これら巨石記念物は首長の権威

の表象として築かれた可能性が高く、類似し

た社会複雑化のプロセスをたどったことが

想定された。 

 研究代表者は 1984 年より、2016 年に世界

文化遺産に登録されたミクロネシア連邦の

ポーンペイ島のナンマトル遺跡を中心に、ミ

クロネシアの巨石文化について研究を推進

してきた。また、2009 年から 2011 年まで科

学研究費（課題番号: 21401032）の助成を受

け、グアム島の北西海岸に築かれたハプト遺

跡の調査を実施した (片岡・Olmo 2012；山

野ほか 2013)。ハプト遺跡は米海軍通信基内 

に所在し、環境保護区の指定を受けているこ

とからマリアナ諸島でも数少ない開発を免

れてきた保存状態が最良の遺跡である。 

に所在し、環境保護区にも指定を受けている

ことから開発の影響を免れてきた保存状態

が 良 好 の 遺 跡 で あ る 。 プ レ ラ ッ テ 期 

(AD.20-260, AD.650-880) とラッテストーン

を伴うラッテ期(AD. 1290-1490)の炭素年代

が得られ、巨石記念物の成立プロセスを解明

するにはまたとない事例となった。 

 

2. 研究の目的 

 本研究は、ミクロネシアに点在する巨石文

化の成立過程を社会の複雑化という観点か

ら理解することを目的とした。人口が増加す

るにつれ、分業や資源再分配などといった社

会システムは複雑化し、その調停機能として

宗教と政治力と経済力を基盤に権力が生成

されることは人類学の研究成果により解明

されつつある。その際、巨石文化における巨

石記念物は「権力の表象」として重要な役割

を果たしたと考えられる。当該地域の巨石文

化の成立過程を理解することは、権力の生成

という普遍的な人類学的課題を解明するの

に貢献を果たすと考えた。 

当該地域においては、地域ごとに多様な巨

石文化が展開する一方で、いずれの社会も国

家形成の前段階である「首長制社会」に相当

する社会複雑化をとげている。巨石記念物は

社会のリーダーである首長の権力の表象と

して機能していた。社会複雑化に共通したプ

ロセスをたどりながら、地域ごとの多様な生

態的環境に適応する形で、巨石文化の多様性

写真１ テニアン島のラッテストーン 



が顕在化したと考えられる。この「相違点」

と「共通点」を踏まえて、社会進化の説明が

可能なモデルの構築を目指した。 

 

3. 研究の方法                    

 基本的には（１）資料の網羅的収集、（２）

グアム島のハプト遺跡およびアガ・トンガン

遺跡の発掘調査、（３）ミクロネシア連邦ポ

ーンペイ島のナンマトル遺跡の現状調査、

（４）専門分野（海洋生物学、植物学、地質

学、環境科学など）に基づくフィールドワー

ク、（５）発掘調査により採集された人工遺

物（土器、石器、貝製品など）や動植物遺存

体（貝殻や魚骨や種子など）や人骨などの分

析と研究で構成した。 

 各地域に残る巨石文化遺跡として、グアム

島のラッテ期の遺跡およびポーンペイ島ナ

ンマトル遺跡を選出し (図１)、以下の要領

で発掘調査と遺跡現状調査とジェネラル・サ

ーベイを行い、比較研究のための資料収集を

行った。 

 (1)平成 25 年度：ハプト遺跡の発掘、ポー

ンペイ島メチップ地域の踏査と民族調査。 

(2)平成 26 年度：アガ・トンガン遺跡の第１

次調査、ポーンペイ島ナンマトル遺跡の現状

調査およびチェムェン島内の遺跡調査。 

(3)平成 27 年度：アガ・トンガン遺跡の第２

次調査。 

(4)平成 28 年度：アガ・トンガン遺跡の第３

次調査、平成２６年度実施のナンマトル遺跡

現状調査報告書の刊行、世界文化遺産登録関

連の啓発活動。 

(5)平成 29 年度（最終年度）：採集資料の整

理と分析に基づく発掘調査報告書の作成、ナ

ンマトル遺跡の保護と保存に関する啓発活

動、研究成果と情報の公開。 

なお、ミクロネシアの巨石文化の諸事例を

比較分析し、「地域ごとの相違点」と「地域

を越えた共通点」を追求する「総合的比較研

究」と、遺跡の研究調査に基づく「仮説検証

的事例研究」は並行して進められ、適時フィ

ードバックをおこないながら、研究目的の遂

行に努めた。 

 

４．研究成果 

(1)平成 25 年度 

 「仮説検証的事例研究」としてハプト遺跡

（写真２）の発掘調査を行い、高床式建造物

（ラッテストーン）の床下部に設けられた墓

跡の発掘調査に加え、６基の建物跡にテスト

ユニットを設定した。炭素年代により、プレ

ラッテ期の居住は AD.130-260 と AD.650-880

の２次期に営まれたことが明らかになった。 

また、ラッテ期を示す AD.1270-1640 の年代

は、プレラッテ期とラッテ期の間に継続性が

ないことを示した。 

一方「総合的比較研究」として、ポーン

ペイ島を支配したシャウテレウル王朝の宗

教と政治と儀式のセンターであったナンマ

トル遺跡に関する口頭伝承の収集を行った。

また、ナンマトルと関係があったと伝えられ

図１ グアム島とポーンペイ島の位置 

写真２ ハプト遺跡のラッテストーン 



るメチップ地域のムトコロス島の遺跡踏査

を実施し、新たに３遺跡を確認した。 

 

(2)平成 26 年度  

 「仮説検証的事例研究」では、ハプト遺跡

とほぼ同時期の異なる環境に築かれたグア

ム島南端のアガ・トンガン遺跡の予備調査を

実施した。ハプト遺跡との比較研究に最適な

遺跡であることを確認した。 

 また、ミクロネシア連邦ポーンペイ島のナ

ンマトル遺跡（写真３）の現状調査と、シャ

ウテレウル王朝のポーンペイ全島支配構造

を理解する目的で、隣接するチェムェン島内

の石積み遺構の測量調査を行った。その調査

結果は、ナンマトル遺跡内の遺構や島内に築

かれた遺構群との関連性と比較研究の良好

な資料となった。 

 ちなみに、ナンマトル遺跡を構成する 100

の人工島のうち、33 人工島と外洋に面した周

壁の現状調査で得た情報を、平成 27 年 2 月

に提出の世界文化遺産登録の申請書に追加

した。 

 

 (3)平成 27 年度 

 「仮説検証的事例研究」では、マリアナ諸

島における巨石文化の形成背景および、北西

沿岸のハプト遺跡との比較研究を目的に、平

成 26 年度のアガ・トンガン遺跡第１次調査

の成果を受け、第 2次調査を平成 27年 8月、

第 3 次調査を平成 28 年 3 月に実施した。こ

れら二度の考古学調査から得られた以下の

成果は、今後の研究の課題と方向付けを明確

にした。 

①聞き書き調査は、後世の土地開発による遺

跡の損傷、堆積土の攪乱背景、旧地形の理

解を可能にした。 

②遺跡の南側で自然の落ちこみを確認し、古

環境と遺跡の立地関係を明らかにした。 

③後背地のボアガ丘陵の麓の地形に沿って

ラッテストーンを使った高床式住居が構

築されていた可能性を示唆した。 

④地表から約 40cm 下で、プレラッテ期から

ラッテ期への移行期の文化面を検出した。 

⑤炭素年代測定により、AD 130-330（プレラ

ッテ期）、AD 770-900（移行期）、AD 

1300-1660（ラッテ期）の３時期の存在が

明らかになった。 

 

(4)平成 28 年度 

 アガ・トンガン遺跡の中央に設定したテス

トユニット１の第 II 層から、900-770 BC と

AD 660-720 の炭素年代を得た。前者は今から

約 3000 年前の初期プレラッテ期に相当し、

グアム島南部沿岸地域における人の居住と

巨石文化で代表されるラッテ期への変遷過

程を理解する上で重要な資料となった。            

 また、本年度に実施した啓発および情報公

開に関わる活動は、以下の二点に集約できる。           

①2016 年 7 月の第 40 回ユネスコ世界遺産委

員会で、世界文化遺産に登録が決定したナン

マトル遺跡に関する啓発活動の一環として、

奈良県（2017 年 1月 31 日-2 月 5日）と、東

京都（2月 7-12 日）で「世界遺産ナンマトル」

と題して写真展を開催した。 

②世界文化遺産登録申請書の追加資料とな

った 2014 年に行ったナンマトル遺跡の現状

調査の成果報告書を 3月に刊行し、ミクロネ

シア連邦およびポーンペイ州政府歴史保存

局をはじめ研究者や研究機関への配布を行

った。 

写真３ 首長墓が築かれたナントワス島



(5)平成

 本助成事業の最終年度として、グアム島北

西海岸に立地するハプト遺跡を中心に４年

間のプロジェクトの集大成として、採集資料

の整理と分析を行った。また

跡について、講演会や学会

と研究

 以下、本研究の課題に関連する成果につい

て記述する。

①炭素年代測定から、ハプト遺跡はプレラッ

テ中期

ラッテ後半期

落であったことを

トンガン遺跡は、プレラッテ前期

BC.)、プレラッテ中期

期  (AD.

1300-

なった。これらの年代は、ハプト遺跡では各

時期の間

トンガン遺跡では

ギャップが存在し、両遺跡に共通してプレラ

ッテ期

たこと

気候

の移動など、マリアナ諸島の先史村落の形成

を理解するための

②ハプト遺跡の発掘調査で

の食用貝類が出土し、

貝(NISP) 

した（図３）

種で、巻貝：

平成 29 年度（最終年度）

本助成事業の最終年度として、グアム島北

西海岸に立地するハプト遺跡を中心に４年

間のプロジェクトの集大成として、採集資料

の整理と分析を行った。また

跡について、講演会や学会

と研究成果や情報の公開

以下、本研究の課題に関連する成果につい

て記述する。 

炭素年代測定から、ハプト遺跡はプレラッ

テ中期 (AD.20-330)

ラッテ後半期 (AD.

落であったことを

トンガン遺跡は、プレラッテ前期

、プレラッテ中期

(AD.660-900)

-1520)の村落であったことが明らかに

た。これらの年代は、ハプト遺跡では各

時期の間にそれぞれ

トンガン遺跡では

ギャップが存在し、両遺跡に共通してプレラ

ッテ期とラッテ期の間に

たことを示した（図２）

候変動に伴う住環境の

の移動など、マリアナ諸島の先史村落の形成

を理解するための

ハプト遺跡の発掘調査で

の食用貝類が出土し、

(NISP) から 2,447

（図３）。その内訳は、

種で、巻貝：２枚貝＝３：２の比率を示した。

図２ 

年度（最終年度）

本助成事業の最終年度として、グアム島北

西海岸に立地するハプト遺跡を中心に４年
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330)、移行期 

(AD.1270-1640)

落であったことを明らかにした。一方アガ・

トンガン遺跡は、プレラッテ前期

、プレラッテ中期 (AD.130

900) 、 ラ ッ テ 後 半 期

の村落であったことが明らかに

た。これらの年代は、ハプト遺跡では各

にそれぞれ 320 年と

トンガン遺跡では 560 年、330

ギャップが存在し、両遺跡に共通してプレラ

とラッテ期の間に大きな

（図２）。 

変動に伴う住環境の変

の移動など、マリアナ諸島の先史村落の形成

を理解するための大きな課題提供となった。

ハプト遺跡の発掘調査で総重量

の食用貝類が出土し、4,743 個の同定可能な

2,447の個体数

。その内訳は、36

枚貝＝３：２の比率を示した。
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1640)に営まれた

した。一方アガ・

トンガン遺跡は、プレラッテ前期 (770-

130-330)、移行

、 ラ ッ テ 後 半 期  (AD. 

の村落であったことが明らかに

た。これらの年代は、ハプト遺跡では各

年と 390 年、アガ・

330 年、400 年の

ギャップが存在し、両遺跡に共通してプレラ

大きな断絶があっ

変化による村落

の移動など、マリアナ諸島の先史村落の形成

課題提供となった。

総重量 7,000.8g

個の同定可能な

の個体数 (MNI) を算出

36 科、47 属、

枚貝＝３：２の比率を示した。
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存在しない点から、グアム島の南部地域と交

流あるいは交易が不可欠であったと考えら

れる。プレラッテ期まで遡るグアム島内だけ

でなく、マリアナ諸島の島嶼間で展開された

交流ネットワークを通してラッテストーン

が伝播したと考えられる。 
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